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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成20年5月15日(2008.5.15)

【公表番号】特表2003-528218(P2003-528218A)
【公表日】平成15年9月24日(2003.9.24)
【出願番号】特願2001-569436(P2001-569436)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  22/56     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/10     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  22/53     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  22/57     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  22/56    　　　　
   Ｂ０５Ｄ   3/10    　　　Ｋ
   Ｃ２３Ｃ  22/53    　　　　
   Ｃ２３Ｃ  22/57    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月19日(2008.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　金属の表面に希土類元素含有化成被覆を形成するための水性酸性溶液
であって、前記溶液は実質的にクロム酸塩を含まず、かつ少なくとも１つの希土類元素含
有種と、酸化剤と、周期表のＶＡおよびＶＩＡ族から選択される金属を含む少なくとも１
つの促進剤とを含み、
　前記希土類元素含有種、酸化剤および促進剤は、前記化成被覆を形成するための有効量
で存在する、溶液。
　　【請求項２】　塩化物含有種をさらに含み、溶液中の塩化物の濃度は少なくとも３０
ｍｇ／ｌ、好ましくは少なくとも５０ｍｇ／ｌ、より好ましくは少なくとも１ｇ／ｌであ
る、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項３】　前記希土類元素はセリウムであり、前記セリウムは、０．５ｇ／ｌか
ら１０００ｇ／ｌ、好ましくは５．０ｇ／ｌから５０ｇ／ｌの範囲で存在し、好ましくは
セリウム（ＩＩＩ）塩化物、硫酸塩、スルファミン酸塩、メタンスルホン酸塩、過塩素酸
塩、または硝酸塩などの可溶性塩、より好ましくはセリウム（ＩＩＩ）塩化物の形で溶液
に導入される、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項４】　ＶＡ族金属はＳｂまたはＢｉから選択され、ＶＩＡ族元素はＳｅまた
はＴｅから選択される、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項５】　前記促進剤はＢｉを含み、好ましくは最大５０ｍｍｏｌ／リットル、
より好ましくは０．００１ｍｍｏｌ／ｌから２０ｍｍｏｌ／ｌ、さらにより好ましくは０
．０１ｍｍｏｌ／ｌから３ｍｍｏｌ／ｌの濃度で存在する、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項６】　前記酸化剤は、ペルオキソ酸、ペルオキソ酸塩およびペルオキソ化合
物からなる群より選択されるペルオキソ含有種、好ましくは過酸化水素であり、前記ペル
オキソ含有種は最大１０モル／リットル、好ましくは０．０１モル／リットルから６モル
／リットル、より好ましくは０．０５モル／ｌから０．５モル／ｌの濃度で存在する、請
求項１に記載の溶液。
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　　【請求項７】　ＶＡおよびＶＩＡ族より選択される元素は、少なくとも１つの錯化剤
を加えることにより形成される錯体の形であり、前記錯化剤はアミノカルボン酸、より好
ましくはポリアミノカルボン酸、およびその塩からなる群から選択されることが好ましく
、さらにより好ましくは、前記錯化剤はエチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）、ニト
リロトリ酢酸（ＮＴＡ）、ヒドロキシエチルエチレンジアミントリ酢酸（ＨＥＤＴＡ）お
よびその塩からなる群より選択される、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項８】　前記錯化剤はＥＤＴＡおよび／またはＨＥＤＴＡであり、錯化剤：Ｖ
ＡまたはＶＩＡ族の金属のモル比は４：１から０．８：１、好ましくは２：１から０．９
：１、より好ましくは約１：１である、請求項７に記載の溶液。
　　【請求項９】　前記錯化剤はＮＴＡであり、錯化剤：ＶＡまたはＶＩＡ族の金属のモ
ル比は８：１から１：１、好ましくは４：１から２．４：１、より好ましくは約３：１、
さらにより好ましくは約２：１である、請求項７に記載の溶液。
　　【請求項１０】　ｐＨ値が１．０から２．９、好ましくは１．７から２．５、より好
ましくは１．８から２．２である、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項１１】　実質的にフッ化物および／またはリン酸塩を含まず、最小量のＣｕ
、Ｆｅ、ＮｉおよびＣｏの各々を有するかまたは有さない、請求項１に記載の溶液。
　　【請求項１２】　請求項１に記載の水性酸性溶液を構成するための液体酸性水性濃縮
物であって、前記濃縮物は少なくとも１２５ｇ／ｌの合計希土類元素含有種と、無機酸、
カルボン酸、スルホン酸およびホスホン酸の群から選択される少なくとも１つの酸、好ま
しくは塩酸と、周期表のＶＡおよびＶＩＡ族からの少なくとも１つの金属を含み、前記濃
縮物は実質的にクロム酸塩を含まず、最小限のリン酸塩もしくはフッ化物を含むかまたは
含まない、濃縮物。
　　【請求項１３】　請求項１に記載の化成被覆溶液の補充のための液体酸性水性濃縮物
であって、前記濃縮物はＶＡおよびＶＩＡ族から選択される１つまたはそれ以上の金属と
無機酸、カルボン酸、スルホン酸およびホスホン酸の群から選択される少なくとも１つの
酸、好ましくは塩酸とを含み、ＶＡおよびＶＩＡ族からの合計金属：一価アニオンのモル
比は１：１００から１：２００００の範囲であり、またはＶＡおよびＶＩＡ族からの合計
金属：二価アニオンのモル比は１：５０から１：１００００の範囲であり、前記濃縮物は
実質的にクロム酸塩を含まず、最小限のリン酸塩もしくはフッ化物を含むかまたは含まな
い、濃縮物。
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